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を
明
建
神
社

「七
日
祭
り
」
今
昔
　
　
　
″

）・ヽ
」ヽ
おじヽ
」ヽ
・ヽ
・ヽ
Ｌヽ
´ヽ
・ヽ
ｒヽ
は一ヽ
こいヽ

・ヽ
高つヽ
は麟」ξいい。ヽ
」いヽ

一一

多
く
の
歴
史

・
伝
統
は
史
料
の
　

て
い
る
。

他
、
日
博
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
今
　
●
大
和
町
史

「史
料
下
巻
」
大
坪
家

日
に
至

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
東
氏
家
系
図
に
よ
る
他
、
□
博
で

私
は
明
建
神
社
に
伝
承
さ
れ
て
い
　

は
御
神
体
を
最
初
内
ヶ
谷
地
区
に
置

る
祭
礼

「七
日
祭
り
」
に
つ
い
て
、　
　
き
、
そ
の
後
落
部
地
区
に
安
置
し
て

そ
の
回
博
を
調
べ
て
み
た
。　
　
　
　
　
御
神
体
を
お
守
り
し
た
。

明
建
神
社
の
祭
礼

「七
日
祭
」
（岐
　
●
東
家
が
祭
り
を
奉
納
す
る
に
当
た

阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
）
　

り
、
こ
の
人
達
の
労
を
敬
い
て
神
輿

は
、
お
よ
そ
八
〇
〇
年
前
東
氏
が
下
　
担
ぎ
の
役
と
し
た
。

総
国

（千
葉
県
）
に
て
奉
納
し
た
と
　
●
御
神
体
を
阿
千
葉
ま
で
運
ん
だ
と

き
に
始
ま

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。　
　
き
に
、
「み
き
な
し
」
（鍛
）
（ひ
ご
）

そ
の
詳
細
は
史
料
と
し
て
保
存
さ
　
と
い
う
籠
物
に
入
れ
運
ん
だ
。

れ
て
い
る
元
禄
六
年
２

六
九
三
年
）

奉
行
所

へ
届
け
出
た

「祭
礼
執
行
之

儀
式
」
の
他
、
粟
飯
原
家
文
書
と
牧

地
区
の
口
博
で
し
か
判
ら
な
い
。

祭
り
の
儀
式
は
元
禄
時
代
か
ら
少

し
も
変
わ

っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
付
随
す
る
行
事
は
少
し
ず

つ
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
幾
つ

か
を
記
し
て
み
る
。

◎
役
者

（神
輿
担
ぎ
）

●
役
者
は
牧
地
区
の
家
代
々
の
世
襲

制
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
神
輿
を
担
ぐ
四
名
は
牧
地

区
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た

落
部
地
区
の
人
達
に
よ

っ
て
行
わ
れ

みきなし

そ
の
名
残
と
思
わ
れ
る
事
と
し
て

毎
年
祭
り
の
当
日
、
神
主
の
粟
飯
原

家

へ
檜
の
本
を
剥
ぎ
鞣

（な
め
）
し

た
も
の
で
籠
　
通
称

「ひ
ご
」
（縦

三
二
セ
ン
チ
横
二
五
セ
ン
チ
）
を
新

し
く
編
み
持
参
し
た
。
粟
飯
原
家
に

は
今
で
も
そ
の
籠
が
残

っ
て
い
る
。

●
落
部
地
区
の
人
達
に
と

っ
て
は
殿

様
の
祭
り
に
出
演
す
る
こ
と
、
ま
た

神
様
に
神
輿
を
担
ぎ
奉
仕
で
き
る
こ

と
は
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
当
日
は
着
物

（浴
衣
）
下
着
を
新

し
く
し
て
参
加
し
た
。

◎
ゆ
だ
す
き

（首
に
掛
け
る
も
の
）

●
神
輿
を
担
ぐ
と
き
に
は
、
首
に
「ゆ

だ
す
き
」
を
掛
け
て
い
る
。

こ
の
物
は
、
祭
り
が
終
わ
る
と
次

回
の
家
に
女
性
に
触
ら
す
事
な
く
引

継
が
れ
た
。

●
引
継
ぎ
を
受
け
た
家
で
は
床
の
間

に
飾
り
置
き
し
て
、　
一
年
間
大
事
に

保
管
し
た
。

現
在
は
神
社
お
宝
物
殿
で
保
管
し

て
い
る
。

◎
祭
り
の
お
礼

●
神
輿
担
ぎ
の
落
部
地
区
の
役
者
は

午
前
十
時
に
は
神
主
の
粟
飯
原
家
で

昼
食
の
ご
馳
走
を
頂
き
、
祭
が
終
わ

る
と

一
人
お
米
二
升
　
尾
頭
付
の
魚

一
匹
　
御
神
酒

（ど
ぶ
ろ
く
）

一
升

を
頂
い
た
。

現
在
は
昼
食
と
御
神
酒

（ど
ぶ
ろ

く
）

一
升
　
白
米

一
升
と
な

っ
て
い

る
。

●
獅
子
頭
役
は
白
米
三
升
　
笛
頭
役

は
白
米
二
升
で
あ

っ
た
。

現
在
は
い
ず
れ
も
、
自
米

一
升
と

な

っ
て
い
る
。

◎
御
餞
米

●
野
祭
り
儀
式
の
と
き
役
者
に
朴
葉

の
葉
に
ご
飯
を
盛
り
、
笹
巻
き

（千

巻
）
と

一
緒
に
渡
し
て
い
た
。

現
在
は
封
筒
に
入
れ
た
お
米
を

「御
饉
米
」
と
し
て
渡
し
て
い
る
。

七
鈴
五
獣
鏡
と
は

岐
阜
県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
り

六
世
紀
中
頃
（約

一
五
〇
〇
年
前
）
の
も
の

管
理
者
　
徳
永
多
賀
神
社

鏡
は
、
写
真
の
よ
う
に
、
全
体
の
四
分

の

一
が
欠
損
し
て
い
る
。
白
鋼
製
で
、
鏡

面
は
光
沢
の
あ
る
灰
色
を
呈
し
て
お
り
、

文
様
の
あ
る
面
は
外
か
ら
鋸
刃
文
帯
、
連

続
三
角
形
文
帯
、
偽
銘
帯
が
あ
り
、
そ
の

内
側
に
小
さ
な
五
つ
に
乳
と
形
状
不
明
な

五
獣
を
拝
し
て
い
る
。

直
径

一
一
。
四
″
ン、
周
囲
に
七
つ
の
鈴

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
個
が
欠
け
て

い
る
。
鈴
子
は
小
石
で
、
振
る
と
か
す
か

な
音
を
立
て
る
。

七 鈴 五 獣 鏡

ゆだすき



◎
御
神
酒

●
仕
込
む
に
は
神
社
三
役

（神
主
爾

宜

二
名
）

屋

号

「要

助
穴

土

松

家
）

屋
号

「元
禄
」
（土
松
家
）
の

五
軒
が
行
い
、
木
の
樽
で
約

一
六
升

の
御
神
酒

（ど
ぶ
ろ
く
）
を
造

っ
た
。

現
在
は
、
神
主
と
屋
号

「し
ま
」
（日

置
家
）
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
桶
を

使
用
し
て
造

っ
て
い
る
。

●
御
神
酒
は
、
神
前
の
儀

。
野
祭
り

の
儀
で
使
用
す
る
ほ
か
牧
地
区
各
家

へ
明
建
地
区
の
子
供
二
人
が
桶
に
入

れ
て
担
い
で
柄
杓
に

一
杯
配

っ
て
廻

っ
た
。

牧
地
区
以
外
の
古
道
地
区
の
屋
号

「藤
十
郎
」
（和
田
家
）
栗
巣
地
区

の
屋
号

「や
ま
て
」
（和
田
家
）
に

も
配

っ
た
。
余
談
で
あ
る
が
、
配

っ

て
い
て
御
神
酒
が
少
な
く
な
る
と
谷

の
水
を
入
れ
て
、
補

っ
た
と
の
事
で

あ
る
。

現
在
御
神
酒
配
り
は
行
な
わ
れ
て

い
な
い
。

七
日
祭
り
は
、
現
代
の
芸
能
的
な

笑
い
を
誘
う
祭
り
と
は
違
い
、
格
式

の
高
い
厳
粛
な
神
事
で
あ
る
。

そ
の
本
質
は
今
も
変
わ
り
は
な
い

の
だ
が
、
当
時
の
こ
と
が
少
し
で
も

伝
わ
れ
ば
と
思
い
記
し
て
み
た
。
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五
月
二
六
日
早
朝
六
時
に
大
和
庁

舎
駐
車
場
で
バ
ス
に
乗
り
込
み

一
路

高
速
で
千
葉
に
向
か
う
。

岡
崎
Ｓ
Ａ
に
七
時
四
〇
分
着
、
静

岡
Ｓ
Ａ
に
九
時

一
五
分
着
、
途
中
富

士
山
を
左
に
見
な
が
ら
向
か
う
。
海

老
名
Ｓ
Ａ
に
は

一
一
時
〇
五
分
に
到

着
し
た
。

千
葉
市
通
町
公
園
近
く
で
武
者
行

列
を
見
る
。
日
置
郡
上
市
長
が
淡
香

（う
す
こ
う
）
の
狩
衣
を
着
て
馬
に

乗
り
通
り
過
ぎ
ら
れ
た
。
市
長
は
、

郡
上
か
ら
来
た
私
達
に
気
づ
か
れ
た

よ
う
で
に
っ
こ
り
と
さ
れ
た
。
日
置

市
長
の
登
場
に
間
に
合
う
事
が
出
来

て
ほ

っ
と
し
た
。
熊
谷
千
葉
市
長

を
先
頭
に
続
々
と
馬
に
乗

っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
首
長
が
通
ら
れ
た
。

千
葉
神
社
で
記
念
写
真
を
撮
る
。

狩
衣
に
刀
を
差
さ
れ
た
九
人
の
各
地

の
市
長
さ
ん
等
が
、
尊
星
殿
の
額
が

掛
か
る
朱
色
の
御
門
の
前
で
並
ば
れ

て
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
我
々
は
千
葉
市
を

一
旦

離
れ
て
、
東
庄
町
の
東
大
社
に
向
か

っ
た
。
そ
こ
で
は

「鳳
れ
ん
」
と
い

う
御
輿
を
見
た
。
　
　
　
¨

東
大
社
略
記

（御
神
名
と
皇
子
の
御

名
は
古
事
記
と
日
本
書
紀
の
表
示
を

混
用
）

【御
鎮
座
地
】

東
大
社
の
御
鎮
座
な
さ

っ
て
い
る

こ
の
と
こ
ろ
は
千
葉
県
香
取
郡
東
庄

町
宮
本
字
八
尾
四
〇
六
番
地

【御
祭
神
】

主
神
に
玉
依
姫
命

（タ
マ
ヨ
リ
ヒ

メ
ノ
ミ
コ
ト
）
相
殿
に
鵜
葺
草
葺
き

不
合
尊

（ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ

コ
ト
）
を
祀
る
。
玉
依
り
姫
命
は
海

神
の
御
娘
生
ま
れ
、
鵜
葺
草
葺
不
合

尊
の
后
に
な
ら
れ
、
人
皇
第

一
代
神

武
天
皇
外
三
柱
の
皇
子
を
挙
げ
ら
れ

た
。【社

名
】

創
建
当
時
は
東
宮
八
尾
社
と
称
し

た
が
康
和
四
年
に
朝
廷
か
ら
総
社
玉

子
大
明
神
の
号
を
賜
り
、
爾
来
、
王

子
大
明
神
と
共
に
永
年
併
せ
用
い
ら

れ
た
。
世
上
で
親
し
み
呼
ば
れ
る
オ

オ
ジ
ン
様
は
、
こ
の
王
子
大
明
神
の

な
ま

っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

現
在
は
東
大
神
、
東
大
社
と
共
に

正
式
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【創
立
】

人
皇
第

一
二
代
景
行
天
皇
の
皇
子

日
本
武
尊

（ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ

ト
）
は
武
勇
に
優
れ
、
九
州
の
豪
族

熊
襲
武

（ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
）
出
雲
の

豪
族
出
雲
武

（イ
ズ
モ
タ
ケ
ル
）
等

当
時
ま
だ
大
和
朝
廷
に
従
わ
ぬ
豪
族

を
従
え
、
次
い
で
東
北
地
方
を
和
ら

げ
、
大
和

へ
凱
旋
の
前
に
伊
勢
の
国

で
売
じ
ら
れ
た
。

天
皇
は
追
慕
の
御
心
抑
え
難
く
皇

子
の
戦
歴
の
後
を
親
し
く
ご
視
察
な

さ
る
た
め
、
こ
の
東
国

へ
行
幸
な
さ

り
そ
の
途
上
当
社
の
裏
の
白
幡
の
地

に
船
で
お
着
き
に
な

っ
た
。
そ
こ
で

七
日
間
お
泊
ま
り
の
際
に
東
海
の
鎮

護
と
し
て

一
社
を
営
な
ま
れ
た
の
が

当
社
の
創
め
と
伝
え
ら
れ
る
。
千
八

百
数
十
年
前
の
事
で
あ
る
。
古
く
は

東
の
社
香
取
神
宮
。

一
五
時
五
〇
分
到
着
し
見
学
し

た
。
そ
の
後
、
東
大
社
を
参
拝
し
東

庄
郷
土
史
研
究
会
の
方
の
説
明
を
受

け
る
。

夕
食
懇
談
会
は
鯉
屋
旅
館
に
て
、

参
加
者
は
金
島
正
好
副
町
長
、
林
寛

公
民
館
長
、
東
庄
郷
土
史
研
究
会
の

方
々
、
そ
れ
に
美
味
し
い
魚
。

千
葉
サ
ミ
ッ
ト
ニ
日
日
、

九
時
半
ホ
テ
ル
出
発
し
成
田
山
新
勝

寺

へ
、
沢
山
の
僧
侶
が
参
ら
れ
る
特

別
の
行
事
の
中
、
見
学
し
た
。

嘔′´´
「
そ j́夕J

東大社前にて

回
千
葉
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
て

索
日、

．、
．ヽ

ξ
ド
ヾ
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 `江
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武者行列の雄姿

千葉神社尊星殿前にて
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昼
食
は
道
の
駅

「海
老
屋
」
に
て
。

バ
ス
で
会
場
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
千
葉

へ
向
か
う
。

●
記
念
講
演

テ
ー
マ

「千
葉
常
胤
　
工全
二
歳
で
世

に
出
た
人
」

講
師
　
近
藤
成

一
先
生
　
放
送
大
学

教
授
　
東
京
大
学
名
誉
教
授

●
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

テ
ー
マ

「千
葉
氏
と
妙
見
祭
礼
」

第

一
部
を
聞
く

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

一
、
日
暮
冬
樹

（佐
倉
市
教
育
委
員

会
文
化
課
学
芸
委
員
）

二
、
小
川
智
之

（千
葉
氏
顕
彰
会
理

事
、
千
葉
市
議
会
議
員
）

三
、
古
庄
秀
樹

（小
城
市
教
育
委
員

会
文
化
課
長
）

四
、
齋
藤
武
生

（郡
上
市
大
和
町
文

化
財
保
護
協
会
会
長
）

五
、
二
本
松
文
雄

（南
相
馬
市
博
物

館
学
芸
員
）

六
、
佐
藤
育
郎

（い
わ
て
東
山
歴
史

文
化
振
興
会
会
長
）

七
、
二
瓶
雅
司

（涌
谷
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
主
事
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
に
タ
ー

濱
名
徳
順
（千
葉
氏
顕
彰
会
副
会
長
）

発
表
内
容

①
日
暮
冬
樹
　
佐
倉
市
教
育
委
員
会

文
化
課
学
芸
員
　
発
表
資
料

「中
世
千
葉
氏
の
妙
見
祭
礼
」

②
小
川
智
之
　
千
葉
氏
顕
彰
会
理

事
、
千
葉
市
議
会
議
員

「妙
見
大
祭
に
つ
い
て
」

③
古
庄
秀
樹
　
小
城
市
教
育
委
員
会

文
化
課
長

「肥
前
千
葉
氏
の
信
仰
」

④
齋
藤
武
生
　
郡
上
市
大
和
町
文
化

財
保
護
協
会
会
長

「千
葉
氏
と
妙
見
祭
礼
」

齋
藤
会
長
の
話
は
、
的
確
で
要

を
得
て
い
た
。

⑤
二
本
松
文
雄
　
南
相
馬
市
博
物

館
学
芸
員

「相
馬
氏
と
妙
見
信
仰
」

⑥
佐
藤
育
郎
　
い
わ
て
東
山
歴
史

文
化
振
興
会
会
長

「妙
見
思
想
、
妙
見
菩
薩
」

⑦
二
瓶
雅
司
　
涌
谷
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
主
事

「古
式
獅
子
舞
」

下
総
に
発
し
て
全
国
に
散
ら
ば
り

各
地
で
栄
え
た
千
葉
氏
の
足
跡
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
サ

ミ
ッ
ト
で
あ

っ
た
。

森
山
城
は
、
千
葉
県
香
取
市
小
見

川
に
あ
る
北
総
地
域
最
大
級
の
城
跡

で
あ
る
。
標
高
五
Ｏ

ｍ
ほ
ど
の
台
地

に
空
濠
、
土
塁
、
土
橋
、
馬
出
し
な

ど
が
残
る
。
東
側
に
連
な
る
東
庄
町

の
須
賀
山
城
址
を
含
め
る
と
東
西

一

五
〇
Ｏ

ｍ
、
南
北
五
〇
Ｏ

ｍ
の
規
模

を
誇
る
。

建
保
六
年

（
一
二

一
八
年
）
東
氏

の
初
代

（千
葉
常
胤
の
六
男
）
東
頼

胤
が
築
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成

三
〇
年
、
築
城
八
〇
〇
年
を
迎
え
た
。

小
見
川
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
平
成
二
十
五
年
に
設
立
さ
れ
、
森

山
城
に
繁
る
篠
竹
を
伐
採
し
城
跡
を

見
や
す
く
す
る
な
ど
の
環
境
整
備
を

し
、
我
々
の
町
に
も
視
察
に
来
ら
れ

る
な
ど

の
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
。
そ
し
て
こ
の
年

一
一
月
二
四
日

（土
）
に

「築
城
八
〇
〇
年
記
念
講

演
会
」
を
企
画
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

香
取
市
教
育
委
員
会
が
後
援
し
て
は

い
る
も
の
の
、
す
べ
て
こ
の
任
意
団

体
が
仕
切

っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
た
い
。

小
見
川
で
こ
の
手
の
催
し
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て

「二
〇
〇

人
も
集
ま
れ
ば
御
の
字
」
と
い
う
感

じ
で
あ

っ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ

ば
予
想
を
は
る
か
に
上
回
り
、
三
五

〇
人
ほ
ど
の
観
客
が
押
し
寄
せ
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
急
き
ょ
資
料
を
増
し
刷

り
す
る
な
ど
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
て
お
ら
れ
た
。

記
念
講
演
会
で
は
、
初
め
に
郷
土

芸
能
＝
下
飯
田
原
宿
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
た
。
こ
の
獅
子
は
、
元
は
夫
婦

揃

っ
て
い
た
の
だ
が
雄
獅
子
が
東
氏

と
共
に
郡
上

へ
行

っ
て
し
ま
い
、
雌

獅
子
だ
け
が
東
荘
に
残

っ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。

つ
ま
り
大
和
町
牧
の
明
建
神
社

「七
日
祭
り
」
で
舞
う
獅
子
は
、
そ

の
雄
獅
子
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
郡
上
市
で
計
画
す
る
こ
と

と
な
る

「東
氏
来
郡
八
〇
〇
年
祭
」

に
は
、
ぜ
ひ
八
〇
〇
年
振
り
に
夫
婦

水
入
ら
ず
の
機
会
を
実
現
さ
せ
て
や

り
た
い
も
の
だ
と
感
じ
た
次
第
で
あ

っ
た
。

次
に
大
和
町
で
も
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
あ
る
、
千
葉

氏
研
究
家
鈴
木
佐
氏
に
よ
る

「東
胤

頼
と
そ
の
末
裔
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
演
が
あ

っ
た
。
鈴
木
佐
氏
は
小

見
川
町
出
身
で
あ
り
父
親
は
小
見
川

町
の
町
長
を
務
め
た
方
で
あ
る
が
、

地
元
で
話
を
す
る
の
は
初
め
て
だ
と

の
こ
と
。
感
慨
深
い
思
い
が
あ
り
力

が
こ
も

っ
た
お
話
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
私
自
身
は

「美
濃
に
来
た
東

氏
―
和
歌
の
家
柄

。
東
氏
の
里
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
大
和
町
が

歩
ん
で
き
た
町
づ
く
り
の
話
を
し

た
。翌

日
に
は
、
町
づ
く
り
協
議
会
の

中
心
人
物
で
あ
る
石
田
廣
行
さ
ん
の

案
内
で
改
め
て
森
山
城
を
見
学
し
て

き
た
。
城
跡
の
多
く
は
私
有
地
が
入

齋藤会長の発表

ヽ
じ,´′´

「

〃_I 「́́

城八
百
年
祭
り
に
参
加
し
て

金

子

徳

彦

副
会
長

‘
朦
■
」ヽ

●
ヽ
●
ヽ
●
ヽ
●
ヽ
●
ヽ

，ヽ

一ヽ

ｒヾ

´ヾ

一ヽ

一ヽ

一ヽ

一
ヽ
―
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り
組
ん
で
お
り
、
畑
や
牧
場
と
し
て
　
て
の
指
定
も
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
と

利
用
さ
れ
て
い
る
。
故
に
き
ち
ん
と
　
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
惜
し
い
こ
と
で

し
た
調
査
が
で
き
な
く
文
化
財
と
し
　
あ
る
。

剌
刹
酬
愧
痰
》
、
Ｎ
く
、
、
Ｓ
Ｓ
、「ヾ
く
・ヽ̈
Ｌヽ
「ヽ
ヽ
Ｓ
ヽ
魏

尾
張
徳
川
氏
と
愛
知
県

姉
倒
影
ρ

訪
ね
て
　
一

松
井
清
治
を

ヽ
一ヽ
一ヾ
一ヾ
一ヾ
´ヽ
一ヽ
´ヽ
¨ヽ
´ヽ
´ヽ
μヽ
ξ
¨̈』

■
徳
川
園

・
徳
川
美
術
館

・

蓬
左
文
庫

（ほ
う
ざ
ぶ
ん
こ
）

徳
川
美
術
館
の
開
館
が
十
時
と
い

う
こ
と
で
、
少
々
の
待
ち
時
間
が
あ

っ
た
が
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
時
間
調

整
し
、
開
館
と
同
時
に
我
先
に
と
入

館
し
た
。

徳
川
美
術
館
で
は
、
開
館
直
後
と

い
う
こ
と
で
見
学
者
も
少
な
く
ゆ

っ

た
り
と
見
学
で
き
た
。
尾
張
徳
川
家

に
代
々
伝
わ
る

一
万
件
余
り
の
文
化

財
の
豪
華
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

今
回
の
日
帰
り
旅
行
は

「尾
張
徳

川
家
の
至
宝
∵
徳
川
美
術
館
の
見
学

知
多
美
浜
町
の
野
間
大
坊
の
拝
観
等

の
計
画
で
実
施
さ
れ
た
。

四
月
五
日
朝
は
旅
行
日
和
の
天
候

で
、
午
前
八
時
の
定
刻
に
美
男
美
女

総
勢
二
四
名
が
大
和
振
興
事
務
所
を

出
発
し
た
。

途
中
関
Ｓ
Ａ
で
休
憩
し
、
東
海
北

陸
自
動
車
道
か
ら
名
神
高
速
道
路
、

一
部
東
名
高
速
道
路
を
経
由
し
て
名

古
屋
に
向
か

っ
た
。

■
車
内
研
修

「花
ノ
木
と
は
」

道
中
で
大
和
町
大
間
見
在
住
の
小

野
江
勉
さ
ん
よ
り
、
近
隣
に
生
息
し

て
い
る

「花
の
本
」
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
植
物
は
カ
エ

デ
科
の
落
葉
高
木

（
「
シ
キ
ミ
」
の

異
名
も
あ
る
）
で
日
本
で
は
と
て
も

珍
し
い
も
の
だ
そ
う
だ
。

細
部
に
わ
た
る
熱
心
な
解
説
を
い

た
だ
き

一
同
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、

九
時
五
〇
分
頃
、
最
初
の
目
的
地
徳

川
園
に
到
着
し
た
。

今
回
は
、
特
別
展
と
い
う
こ
と
で

徳
川
家
の
姫
君
の
た
め
に
あ
つ
ら
え

ら
れ
た
雛
人
形
と
豪
華
な
雛
道
具
を

目
の
当
た
り
に
し
、
皆
た
め
息
と
と

も
に
憧
れ
の
眼
差
し
で
見
学
し
て
い

た
。蓬

左
文
庫
に
は
、
江
戸
時
代
以
降

の

一
般
庶
民
の
町
中
を
飾

っ
た
お
雛

様
が
展
示
し
て
あ
り
、

「あ

っ
―
こ
の
雛
人
形
、
自
宅
に
も

あ

っ
た
な
あ
」
な
ん
て
会
話
し
な
が

ら
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

徳
川
園
は
尾
張
徳
川
の
二
代
藩
主

光
友
の
隠
居
所
と
し
て
作
庭
さ
れ
た

池
泉
回
遊
式
の
大
名
庭
園
で
、
そ
の

庭
園
の
広
さ
意
匠
と
風
格
に
圧
倒
さ

れ
た
。

そ
の
た
め
か
徳
川
園
の
出
発
時
間

は

一
一
時

一
〇
分
だ

っ
た
が
、
参
加

者
の
中
で
迷
子
に
な

っ
た
人
が
あ

り
、　
一
五
分
遅
れ
の

一
一
時
二
五
分

の
出
発
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の

後
は
南
知
多
道
路
を
昼
食
会
場

へ
と

向
か

っ
た
。

■
ま
る
は
食
堂

（豊
浜
）

「豊
岡
Ｉ
Ｃ
」
を
経
て
、
参
加
者

お
待
ち
か
ね
の
昼
食
会
場

「ま
る
は

食
堂
旅
館
」

へ
は
三
〇
分
余
り
遅
れ

て
到
着
し
た
。

伊
勢
湾
が
展
望
で
き
る
食
堂
で
ジ

ヤ
ン
ボ

エ
ビ
フ
ラ
イ
な
ど
新
鮮
な
魚

介
類
と
豪
華
な
料
理
に

（特
に
シ
ャ

コ
が

一
番
お
い
し
か
っ
た
か
な
？
）

飲
み
物
も
あ
り
皆
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

食
事
は

一
時
間
た

っ
ぷ
り
と
過
ご

し
、
次
は
海
産
物
土
産
の
あ
る

「豊

浜
魚
ひ
ろ
ば
」
に
て
土
産
を
物
色
し

た
。
価
格
的
に
も
比
較
的
安
価
の
よ

う
に
感
じ
た
。
こ
こ
で
は

「鯛
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
を

一
四
時
二
〇
分
に
出
発

し
、
次
の
目
的
地
で
あ
る

「野
間
大

坊
」
目
指
し
て
バ
ス
を
走
ら
せ
た
。

■
大
御
堂
寺

（野
間
大
坊
）

一
四
時
五
〇
分
に

「野
間
大
坊
」

に
到
着
し
、
直
ぐ
に
客
殿
に
案
内
さ

れ
て
こ
の
寺
院
の
御
住
職
よ
り
建
立

時
期
等
の
解
説
、
そ
し
て
、
「平
治

の
乱
」
で
敗
れ
た
源
義
朝
の
最
後
な

ど
の
い
き
さ
つ
を
、
レ
プ
リ
カ
の
絵

図

（元
の
絵
は
、
狩
野
探
幽
作
の
掛

図
）
に
よ
り
事
細
か
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。

そ
の
後
境
内
に
あ
る

「源
義
朝
の

お
墓
」
な
ど
を
散
策
し
た
。
そ
の
お

墓
に
は
源
平
ゆ
か
り
の
護
摩
木
が
数

多
く
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
寺
は
七
世
紀
の
建
立
で
真
言

宗
の
大
寺
院
で
あ
り
、
本
堂
や
鐘
楼

な
ど
も
鎌
倉
様
式
の
ど

っ
し
り
と
し

た
武
家
ら
し
い
趣
だ

っ
た
。
三
人
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る

説
明
も
大
変
分
か
り
易
か

っ
た
。

最
後
に
住
職
に
よ
る
懇
ろ
な
る
会

員

一
同
の
家
内
安
全
祈
願
の
護
摩
祈

祷
を
受
け
、
寺
を
後
に
し
た
。

■
か
ね
ふ
く
め
ん
た
い
パ
ー
ク

最
後
は

「か
ね
ふ
く
め
ん
た
い
パ
ー

ク
と
こ
な
め
」
で
工
場
見
学
を
し
た
。

こ
こ
で
は
買
い
物
の
時
間
を
十
分
取

り
、
出
発
は

一
七
時
五
〇
分
。
南
知

多
道
路

「り
ん
く
う
Ｉ
Ｃ
」
を
経
て
、

本
日
の
全
日
程
を
終
え
帰
途
に
つ
い

た
。
時
間
も

一
八
時
を
少
し
回

っ
て

お
り
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
長
良
川

特別展徳川家の雛人形

大御堂寺の客殿前で

大御堂寺の住職による「絵解き」
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三
上
遠
藤
氏
・近
江
商
人
の
文
化
と

歴
史
を
訪
ね
て

Ｓ
Ａ
」
で
各
自
夕
食
し
大
和
町
へ
は

当
初
の
予
定
よ
り
少
し
遅
れ

一
九
時

二
五
分
頃
の
帰
着
と
な

っ
た
。

参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
何

事
も
な
く
こ
の
研
修
旅
行
を
終
え
る

０
、
パヽ
．ヽ
〓、
ど、
●ヽ

一ヽ̈
●ヽ
●ヽ
‐ヾ̈
●ヾ
●ヾ
―

秋
季
日
帰
り
研
修

Ｓ
ｔヽ
り×
」
ド
・ヾ
いヽ
りヾ
〓ヽ

一ヽ
●ヽ

」ヽ
一ヽ

，ヽ
一ヽ

一
一
月
七
日

（水
）
二
四
人
の
参

加
で
、
快
晴
で
夏
日
と
い
う
絶
好
の

日
和
の
中
、
大
和
を
出
発
し
た
。

研
修
先
は
、
近
江
八
幡
の
街
並
み
見

学
、
御
上
神
社
の
拝
観
、
銅
鐸
博
物

館
の
見
学
で
あ
る
。

■
近
江
八
幡

近
江
八
幡
の
街
並
み
見
学
は
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
で
ガ
イ
ド
さ
ん
の

説
明
を
受
け
た
。
元
々
は
、
関
白
豊

臣
秀
長
が
八
幡
山
を
中
心
に
し
て
開

い
た
街
で
、
中
山
道
沿
い
に
あ
り
江

戸
時
代
に
は
朝
鮮
通
信
使
も
行
列
を

な
し
て
往
来
し
た
。

「粋
な
黒
塀
や
見
越
し
の
松
に
、
胴

郷

（あ
だ
）
な
姿
の
お
富
さ
ん
」
な

ど
と
歌
の
文
句
に
も
な
っ
た
江
戸
の

風
景
の
基
は
こ
の
地
だ
そ
う
で
あ
る
。

一
見
地
味
だ
が
、
粋
な
家
屋
の
装

い
に
表
畳
や
菅
ス
か
や
）
を
行
商
し
て

全
国
を
売
り
歩
き
、
財
を
成
し
た
近

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
昼
食
時
に
は

準
備
の
時
間
を
利
用
し
て
自
己
紹
介

を
し
合
い
、
会
員
相
互
の
顔
と
名
前

を
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、　
一
層
親

睦
が
深
ま

っ
て
よ
か
っ
た
。

ヽ

一
ヽ

く

『ヽ

「一
一ヽ

一
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

プ
ヽ

一
ヽ

■
Ｓ

Ｓ

村

井

紀

幸

″

ヽ
‘ヽ
一ヽ
●ヽ
〓ヽ
一ヾ
●
ヽ
●ヽ

■ヽ
耐
―
ヽ
Ｈヽ
「，ぃ

江
商
人
の
気
質
が
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
明
治
期
に
英
語
教
師
と
し

て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
人
ヴ
ォ
ー
ブ

ス
に
よ
る
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
会
社

の
設
立
や
各
種
の
建
築
物
な
ど

に

も
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

っ
た
。

水
郷
地
帯
は
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ

ケ
地
と
し
て
有
名
で
、
流
石
に
風
情

が
あ

っ
た
。
皆
さ
ん
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
や
赤
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
当
地
限
定

の
土
産
を
熱
心
に
買
い
こ
ん
で
い
た
。

■

「サ
ガ
ミ
近
江
八
幡
店
」
で
昼
食

食
事
は
、
旅
行
社
専
用
の
メ
ニ
ュ

ー
だ
け
あ

っ
て
ボ
リ

ュ
ー
ム
も
あ
り

美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
男

性
の

一
群
は
食
事
中
も
歴
史
談
義
に

興
じ
る
な
ど
、
と
て
も
熱
心
な
研
修

風
景
で
あ

っ
た
。

■

「鮎
家
の
郷
」
で
の
買
い
物

買
い
物
の
店
は

「流
石
―
近
江
」

と
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、
外
観
な
ど

店
全
体
の
設
え
か
ら
内
部
の
商
品
の

陳
列
の
仕
方
ま
で
細
か
く
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
完
璧
な
竹
ま
い
で
し

た
。
店

一
杯
に
並
べ
ら
れ
た
琵
琶
湖

産
の
幸
を
使

っ
た
巻
物
や
佃
煮
な
ど

の
買

い
物
を
皆
さ
ん
堪
能
し
て
い

た
。

■
御
上
神
社

御
上
神
社
は
天
照
大
神
の
孫
が
祀

ら
れ
て
い
る
古
社
で
あ
り
、
本
殿
や

拝
殿
な
ど
や
や
小
造
り
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
檜
皮
葺

（ひ
わ
だ
ぶ
き
）
屋

根
の
棲

（そ
り
）
や
濡
れ
縁
、
御
簾

な
ど
の
設
え
や
仔
ま
い
に
古
代
人
が

「雅
」
に
感
じ
た
で
あ
ろ
う
上
品
さ

が
感
じ
ら
れ
た
。

八
十
歳
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

元
気
い
っ
ぱ
い
で
ユ
ー
モ
ア
浴
れ
る

女
性
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
調
子
の
案
内

で
、
と
て
も
楽
し
く
拝
観
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

■
野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館

（銅
鐸
博
物
館
）

銅
鐸
博
物
館
で
は
学
芸
員
か
ら
三

上
に
お
け
る
遠
藤
氏
に
つ
い
て
解
説

を
受
け
た
。
遠
藤
氏
は
郡
上
か
ら
移

封
後
、
譜
代
大
名
と
し
て
三
上
山
の

麓
に
広
が
る
三
上
藩
を
治
め
、
譜
代

大
名
と
し
て
幕
政
の
中
で
も
大
坂
定

番
や
若
年
寄
と
し
て
活
躍
し
た
。

そ
の
後
難
波
の
和
泉
国

へ
移
封

と

な
り
出
自
の

「東
」
姓
に
戻
り
明

治
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

■
研
修
ま
と
め

近
江
ま
で
の
行
程
は
少
し
距
離
が

あ

っ
た
が
金
子
副
会
長
に

「俵
藤
太

（た
わ
ら
と
う
た
）
三
上
山
の
大
ム

カ
デ
退
治
」
の
話
を
し
て
も
ら
い
、

と
て
も
堂
に
入

っ
た
語
り
で

一
同
大

変
感
銘
を
受
け
た
。

ま
た
今
回
は
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が

同
行
し
て
い
て
、
車
内
の
世
話
や
観

光
ガ
イ
ド
は
勿
論
の
こ
と

「琵
琶
湖

周
航
の
歌
」
や

「故
郷
」
な
ど
場
に

応
じ
た
素
敵
な
歌
を
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
研
修
に
花
を
飾

っ
て
頂
け
た
。

今
回
の
旅
行
で
は
バ
ス
の
車
内
見

学
場
所
共
と
て
も
質
が
高
く
中
身
の

濃
い
研
修
が
で
き
、
我
が

「郡
上
東

氏
」
の
子
孫
で
あ
る

「郡
上
遠
藤
氏
」

の
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
よ
り

深
い
認
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。

「古
今
伝
授
」
の
貴
重
な
資
料
を
現

代
の
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
三
上

遠
藤
氏
の
業
績
に
対
し
て
、
改
め
て

深
く
感
謝
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
し
た
研
修
旅
行
と
な

っ
た
。

銅鐸博物館での展示説明

黒塀 と見越の松

御上神社桜門前にて
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二
千
石
旗
本
遠
藤
氏
に
つ
い
て

Ｓ
一ヽ

‘―ヽ

●
ヽ

・
ヽ

さ
―

に
，
ヽ

一ヽ

，ヽ

一
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

一ヽ

は
じ
め
に

高
橋
先
生
は
、
郡
上
乙
原
二
千
石

遠
藤
氏
の
最
後
の
子
孫
で
あ
る
遠
藤

文
子
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を

聞
か
れ
た
。

「私
は
財
産
を
処
分
し
て
施
設
に

入

っ
て
余
生
を
過
ご
し
た
い
。
遠
藤

家
は
私
ま
で

一
三
代
続
き
、
私
で
絶

え
ま
す
。
遠
藤
家
に
伝
わ
り
、
関
東

大
震
災
や
戦
災
な
ど
を
生
き
抜
い
て

き
た
古
文
書

・
巻
物
な
ど
百
点
ほ
ど

を
私
の
代
で
無
く
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
郡
上
市
に
寄
付
を
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
公
開
い
た
だ
け
な

い
で
し
よ
う
か
。
」
と

遠
藤
家
資
料
の
話
は
初
め
に
美
並

の
乗
性
寺

へ
あ
り
、
次
い
で
高
橋
先

生
に
連
絡
が
あ
り
、
そ
れ
を
調
査
さ

れ
た
。

主
だ

っ
た
資
料
は

◎
郡
上
藩
が
西
軍
か
ら
東
軍
に
変
わ

る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
書
状

◎
東
殿
山
の
戦
い
の
と
き
の
勧
状

◎
齋
藤
氏
が
臣
下
に
入
れ
た
手
紙

娘
婿
が
関
わ

っ
て
い
る
史
料

◎
木
越
遠
藤
の
家
元
に
武
田
信
玄
の

平
成
三
十
年
度
　
一局
橋
教
雄
先
生
の
講
演
よ
り

細
　
江
　
幸

書
状

手
　
紙

◎
信
長
の
武
将
で
あ
る
事
を
示
す
書

状
◎
遠
藤
但
馬
の
守
に
与
え
た
手
紙

◎
宗
易

「利
休
」
と
の
書
状

◎
遠
藤
義
隆
が
契
沖
に
与
え
た
手
紙

◎
宗
易

「利
体
」
と
の
書
状

◎
家
康
と
の
手
紙

◎
七
月
二
九
日
に
家
康
の
花
押
入
り

の
書
状

◎
遠
藤
氏
関
係
の
遺
跡
の
図

・
陣
屋

の
遺
構

◎
二
千
石
遠
藤
の
お
墓

◎
残
し
た
文
書
、
巻
物
が
三
巻

二
千
石
遠
藤
の
古
文
書

一
巻

巻
物
三
巻
を
含
む
六
十
五
点

◎
初
代
遠
藤
義
隆
の
資
料

◎
郡
上
は
遠
藤
家
が
領
地
す
る
と
家

康
が
保
証
し
た
文
書
等
々
の
資
料

を
基
に
し
て
の
講
演
が
中
心
で
あ

っ
た
。

①
二
千
石
遠
藤
の
成
立
に
つ
い
て

正
保
三
年
、
遠
藤
常
友
は
遠
藤
大

輔
常
昭
に
二
千
石
を
分
地
、
山
田

金
兵
衛
常
規
に

一
千
石
を
分
地

ヽ

１‐―

ヽ

で

ヽ
●
ゝ

″´′
高ヽいヽ
´̈ ②

三
上
遠
藤
の
禄
高

一
万
石

旗
本
は
将
軍
直
属
の
大
名

三
上
遠
藤
は
本
家
が
三
上
で
、　
一

万
石
、　
一
万
石
以
下
は
身
分
的
に

旗
本
で
あ
る
が
、
大
名
扱
い
で
あ

る
③
旗
本
遠
藤
家
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
た
か

遠
藤
胤
城
は
旗
本
と
し
て
主
に
軍

事
に
携
わ

っ
た
。

他
藩
お
取
り
潰
し
の
と
き
に
は
、

軍
臣
及
び
、
城
の
受
け
取
り
の
仕

事
を
し
た
。

桜
田
門
外
の
事
件
で
は
幕
府
と
水

戸
藩
の
間
を
仲
介
し
た
。

大
塩
平
八
郎
の
乱
で
は
、
旗
本
と

し
て
鎮
圧
に
関
わ

っ
た
。

④
永
禄
二
年
齋
藤
義
龍
と
遠
藤
盛
数

が
郡
上
赤
谷
山
の
戦
い
で
は
郡
上

の
東
氏
が
翻
弄
さ
れ
常
隆
は
白
川

へ
逃
げ
帰
雲
城
で
死
ぬ
。

⑤
遠
藤
喜
四
郎
に
つ
い
て

系
図
か
ら
別
府
喜
四
郎
の
こ
と

盛
数
と
兄
妹
の
女
子
の
嫁
ぎ
先
が
別

府
で
あ
る
。

③
東
殿
山
の
戦
い
で
は
、
遠
藤
の
遺

児
胤
利
が
関
わ

っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
娘
婿
が
関
わ

っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る

⑦
遠
藤
六
郎
左
衛
門
は
遠
藤
盛
数
の

こ
と
で
あ
る
。

③
金
森
長
近
、
遠
藤
義
隆
の
娘
が
妻
、

金
森
宗
和
、
茶
道
の
関
係
で
遠
藤

家
と
繋
が
る
。

⑨
利
体
と
の
書
状
で
、
茶
道
と
の
関

係
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。

⑩
木
越
遠
藤
に
つ
い
て

遠
藤
義
隆
の
父
の
兄
が
木
越
遠
藤

当
時
の
中
央
も
二
家
を
遠
藤
と
認
め

て
い
た
。

⑩
家
康
と
か
な
り
交
流
し
て
い
る
。

関
が
原
の
戦
い
直
前
の
書
状

本
来
は
本
家
に
残
る
三
文
書
が
残

っ

て
い
る
。

初
代
郡
上
城
の
藩
主
義
隆
が

一
番

大
切
に
し
た
の
は
、
徳
川
家
康
の
文

圭
日郡

上
遠
藤
が
続
い
た
基
は
家
康
の

許
状
が
あ

っ
た
か
ら
。

遠
藤
家
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
の
紹
介
は
た
く
さ
ん
あ

っ
た
が
、

詳
細
に

つ
い
て
は
記
述
し
き
れ
な

い
。

◎
先
生
の
講
演
を
聞
い
て

地
方
の
小
藩
と
思

っ
て
い
た
郡
上

藩
が
、
歴
史
の
上
で
は
こ
ん
な
に
も

中
央
と
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
か
と

知
り
た
い
へ
ん
驚
い
た
。

特
に
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳

川
家
康
な
ど
時
の
権
力
者
に
忠
誠
を

誓
い
、
そ
れ
に
よ

っ
て
郡
上

・
の
領
地

を
安
堵
さ
れ
た
こ
と
、
東
軍
西
軍
に

分
か
れ
て
関
が
原
で
戦

っ
た
天
下
分

け
目
の
戦
い
の
と
き
に
も
、
郡
上
藩

は
そ
の
前
哺
戦
を
戦

っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
遠
藤
家
が
そ
の
後
長
く
続
い

て
き
た
の
は
、
徳
川
家
康
の
許
状
あ

っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

文
書
が
実
際
に
遠
藤
家
に
残

っ
て
い

る
と
い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。

古
く
は
東
氏
の
時
代
か
ら
明
治
に

至
る
ま
で
の
貴
重
な
資
料
を
伝
え
守

っ
て
こ
ら
れ
た
遠
藤
家
は
、
確
か
に

郡
上
の
名
門
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
多
く
の
古
文

書
を
読
み
取

っ
て
、
そ
の
歴
史
的
な

背
景
や
人
々
の
繋
が
り
を
説
明
さ
れ

る
、
高
橋
先
生
の
学
識
に
感
銘
を
受

け
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
く
、
会
員

一
同
そ
う
で
あ

っ
た
と
思
う
。

・ぶ
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一
茶
●
太
■
■
ず

渡
邊
　
千
恙

三
日
見
ぬ
ま
に
は
こ
ろ
び
盆
の
梅

立
春
を
寿
ぎ
総
舞
の
静
恵
会

祝
宴
を
外
し
奈
寒
の
縁
に
あ
り

舞
扇
奈
寒
の
要
二
し
け
り

●
伝
一説
０
一■
訂
一●

出
内
　
敏
子

は
と
と
ぎ
す
篠
脇
出
の
朝
の
声

雨
上
が
り
永
久
の
ふ
る
ユ
林
晨

天
保
雛
歴
史
伝
え
る
わ
歌
の
里

常
縁
の
歌
啓
に
ゆ
る
や
か
秋
の
風

―
薙
‥
歌
‥

白
■
邁

井
俣
　
初
枝

廊
歩
む
音
聞
き
分
け
て
我
を
呼
ぶ

老
人
ホ
ー
ム
の
い
つ
も
の

一
人

い
ち
に
ち
の
空
の
青
さ
よ
向
日
奏
の

大
き
貌
し
て
日
輪
を
追
う

木
犀
の
本
に
し
た
し
み
て
外
に
持
て
リ

雨
は
小
さ
き
花
ふ
り
禾
す

秋
の
日
の
落
ち
し
畠
に
並
立
て
リ

韮
の
花
群
白
道
と
な
る

歴
史
多
〓
町

出
内
　
敏
子

帰
り
み
ち
篠
脇
ム
の
十
五
友
に

せ
き
始
し
の
び
ゆ

っ
く
り
歩
む

す

っ
か
り
と
美
濃
の
や
ま
出
枯
葉
山

雪
の
白
山
き
わ
だ
ち
映
え
る

参
道
の
十
程
す
す
む
獅
子
舞
は

十
高
年
の
八
木
の
足

社
ふ
か
き
長
滝
沖
社
臼
出
の

延
命
の
水
こ
く
こ
く
と
汲
む

■
会
●
■
●

大
井
　
工
明

白
峰
の
遠
く
に
か
す
み
て
本
近
し

今
年
の
農
を
ひ
そ
か
に
思
う

訪
ぬ
れ
ば
篠
脇
出
の
藩
に
咲
く

せ

つ

ぶ
ん

そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
れ

節
分
草
に
逢
え
て
嬉
し
き

草
駄
天
の
像
に
合
し
長
滝
寺

よ
く
ぞ
参
上
奥
美
濃
ま
で
も

な
く
れ
ば
湧
く
が
ご
と
し
さ
く
ら
花

光
に
向

い
て
待

つ
人
ぞ
あ
り

一八

石
沖
　
発
生

烏
が
エ
サ
ヲ
を
啄
ば
む
よ
う
に

薬
炊
む
衆
に
出
か
け
る
朝
の

一
時

八
十
歳
　
並
き
に
読
め
ば
十
八
歳

あ
た
か
も
衰
と
盛
り
の
シ
ン
ボ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
令
を
掛
け
る
十
八
歳

そ
れ
ま
で
生
き
た

い
我
八
十
歳

伸
び
行
く
も
の
縮
み
行
く
も
の
現
在
し
て

日
本
は
繁
米
国
家
と
自
称
す

ヤ
灘



偏
樹
個
∵
事
一業
一報
一一一一一一一一一・一一一一告
一書

四
月
　
五
日

五
月

　
一
日

三
日

一
八
日

二
三
日

二
六
日

二
七
日

六
月
　
五
日

八
日

春
季
日
帰
り
研
修
（徳
川
美
術
館
特
別
展
見
学
と
南
知
多
の
文
化
財
）
参
加
二
四
名

第

一
回
執
行
部
会

（
つ
く
し
の
家
）

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇

一
会
議
室
）
千
葉
サ
ミ
ッ
ト
参
加
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
四
三
号
編
集
会
議

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

千
葉
常
胤
生
誕
九
百
年
記
念
　
第
二
回
千
葉
サ
ミ
ッ
ト

（三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
）

大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
か
ら

一
六
名
参
加

役
員
会

（文
化
財
総
会
に
つ
い
て
）

平
成
三
〇
年
度
大
和
文
化
財
協
会
総
会
、
（大
和
庁
舎
防
災
研
修
室
）

①
平
成
二
九
年
度
事
業
報
告

。
決
算
報
告

②
平
成
三
〇
年
度
事
業
計
画

・
予
算
の
承
認

③
会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四
三
号
発
刊

（
発
行
部
数
二
五
〇
部

）

④
記
念
講
演
「旗
本
二
千
石
遠
藤
家
」

郡
上
八
幡
地
域
史
家
　
一局
橋

教
雄

氏

第
二
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（文
化
財
標
柱
設
置
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃
・阿
千
葉
城
跡
清
掃

公
バ
員
お
よ
び
上
剣
地
区
民
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

上
剣
赤
保
木
祭

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
三
回
執
行
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
役
員
会
（平
成
三
〇
年
度
　
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
。実
施
に
つ
い
て
）

秋
季
日
帰
り
研
修

（三
上
遠
藤
氏

。
近
江
商
人
の
文
化
と
歴
史
を
訪
ね
て
）

参
加
二
四
名

第
四
回
執
行
部
会

第
四
回
役
員
会

（事
業
大
ム
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
懇
親
会
）

文
化
財
標
柱
設
置
作
業

（史
跡
　
福
田
古
墳
　
史
跡
　
牧
　
木
蛇
寺
跡
　
慈
永

大
姉
の
墓
　
天
然
記
念
物
　
牧
　
水
神
神
社
の
ム
ク
ロ
ジ
　
天
然
記
念
物
　
神

路
　
白
山
神
社
　
一ハ
本
ヒ
ノ
キ
）

研
修
部
会

（平
成
三

一
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

（平
成
三

一
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

万
場
社
教
施
設
民
俗
資
料
館
視
察

。
第
五
回
役
員
会

（民
俗
資
料
保
護
、
平
成
二

一
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
事
業

・
会
計
報
告
）

「文
化
財
や
ま
と
」
四
四
号
編
集
会
議

執
行
部
会

（役
員
改
選
に
つ
い
て
）

第
三
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

七
月
　
一二
日

一
七
日

二
六
日

二
八
日

八
月
　
七
日

二
六
日

九
月
　
四
日

一

一
日

二
五
日

一
月
　
七
日

二
七
日

一
月

一
三
日

一
九
日

二
月
　
七
日

一
四
日

二
六
日

三
月
　
五
日

二
五
日

二
七
日

金 火 日 土 水 水 木 火 木土 日 火  水 火 火 火 日 火 土 木 火 火水 月 火  火 木 本

冒
皿
置
∵
事
一業
一計
一画‐‐
（
案
）

四
月

一
一
日

（本
）

一
七
日

（金
）

二
三
日

（本
）

二
四
日

（金
）

六
月

一
四
日

（金
）

七
月
　
一
一日

一　
一
日

下
旬

二
七
日

八
月
　
七
日

二
五
日

九
月
　
一二
日

一
〇
日

二
四
日

一
月
　
初
旬

二
六
日

一
月
　
中
旬

（火
）

二
月
　
一ハ
日

（本
）

一
三
日

（木
）

二
五
日

（火
）

二
月

〓

一日

（木
）

下
旬

火 火 火 日 水 土  木 火

春
季
日
帰
り
研
修

（古
都
奈
良
の
文
化
財
を
訪
ね
て
）
参
加
者
二
七
名

「文
化
財
や
ま
と
」
四
四
号
編
集
会
議

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
三
〇

一
会
議
室
）

令
和
元
年
度
大
和
文
化
財
協
会
総
会
、
（大
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
三
階
）

①
平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告

。
決
算
報
告

②
令
和
元
年
度
事
業
計
画

・
予
算
の
承
認

③
会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
四
四
号
発
刊

（
発
行
部
数
二
五
〇
部

）

④
記
念
講
演

「山
内

一
豊
夫
人
の
出
自
　
決
め
手
は
古
今
和
歌
集
」

郡
上
八
幡
地
域
史
家
　
川
上

朝
史

氏

第
二
回
執
行
部
会

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

第
二
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

。
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

七
日
祭

。
薪
能

上
剣
赤
保
木
祭

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
執
行
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画

。
実
施
に
つ
い
て
）

秋
季
日
帰
り
研
修

第
四
回
執
行
部
会

第
四
回
役
員
会

（事
業

。
会
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、

懇
親
会
）

研
修
部
会

（令
和
三
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
執
行
部
会

（令
和
二
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
）

第
五
回
役
員
会
　
（令
和
二
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
事
業

。
会
計
報
告
）

「文
化
財
や
ま
と
」
四
五
号
編
集
会
議

第
三
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
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会 員 名 簿 (順不m 令和元年 5月現在

|●■顧1蘭

旗 勝 美 (剣)88-2031

日 置 敏 明 1大間見,882254

|■■剣

田 中 和 久 (理事)882200

(田 中 康 久)  88-2200

森 前 登志子   88-3479
/Jヽ 池 祐 二     88-4064

田 代 全 廣 (理事)883835

(田 代 寿 子)  88-3835

)可
△
口 尚    88-2304

日 置 智 夫     88-2730

カロ 藤 典 子     88-3687

武儀山 博 之   88-3401

河 合 利 雄 (理事)88-3520
■
ガ 藤 文 蔵     88-2802

佐 藤 光  -1錆会長188-3201

(佐 藤 八重子)  88-3201

山 内 博    88-2886

(山 内 "脱 子)  88-2886

本寸 瀬 方 彦     88-2008

日 置 武 雄     88-2303

■1大問見|

大 野 一 道 (理事)882230

(大 野 糸己 子)  88-2230

青 木 ユリ子   88-3477
４
Ｕ

■
■ 井 紀 幸 (理事)88-2323

池 田 充 彦 (理事)882796

小野江  _勉    88-2725

藤  代 順 イ予    88-3060

松 井 賢 雄 (理事)883991

坪 井 由佳子   88-3990

|■|万■場

桑 田 守 夫 (理事)882514

石 神 尭 生    88-2413

畑 中 真智子   88-2441

稲 葉 和 巳  882503

黒 岩 弘 己  88-2458

桑 田 洋 -  88-2414

目 地 正 男   88-2447

大 井 正 明 (理事)88-2894

頒

'青

 子 (理事)88-4170

大 中 登志枝   88-3624

菫1徳■永

糸田 江 幸 ク、(書記
'88-4157

(糸田 江 和 子)  88-4157

渡 辺 睦 子 (理事)88-2076

）退 一謄 賢 逸     88-4141

(遠 藤 富貴子)  88-4141

村 瀬 弥治郎   88-2602

山 内 敏 子    88-2120

|■神■路

山 田 正 代
`理

11882114

山 田 味代子   88-2844

山 田 敬 子     88-2336

自 田 金 市  88-3883

(臼 田 路 子 )    88-3883

野 田 加奈枝   88-3460

山 田 幸 子    88-2693
1菫‐ 牧

齋  藤  武  生 (会励 88-3922

(齋 藤 糸屯 子)  88-3922

滝 日 一 正   88-3064

松 森 幹 男     88--3919

遠 藤 伝 司 (監事)883934

日 置 光 - 883001

瀧 日 千代美   88-3059

,甫 泰 治 (理〕 88-9080

(三 ,甫 愛 子)  88-9080

粟飯原 明 子   88-2362

日 置 人 司   88-2662

田 口 勇 治 (理事)88-3950

）返 藤 昔
同 真     88-2890

野 田 一暴 明     88-3043

金 子 政 子     88-3426

早 瀬 ふみ子   88-3327

1金 子 徳 彦 {副 会長)883063

優 (理事)88-2861

松 井  ,青  ツ台 88-3118

1遠 藤 賢 雄 88-3983

計

Ш
＝

名

名

つ
´

　

に
υ

８

　

１

山貝

山貝

〈
ム

は

正

家

野 田 恵 光 (理事)884027

島 崎 増 造 (監事)882236

貝J     88-4031

増 田 洋 子  88-4041

(道 家 真 由)

平    碁H副会長)88-3837

(常 平 真由美) 88-3837

本 川 喜代±   88-3833

(本 り‖ 清 子)  88-3833

諭    88-3239

(柴 垣 香久子)  88-3239
/Jヽ  島 与 三     88-3814

(小 島 洋 子 )  88-3814

奥 田 昌 明  88-2520

森 藤 雅 毅 (理事)882684

奥 田 弘 親  882431

木  島    ,青    88-3304

森 藤 龍 史   88-2154

和 田 平八郎   88-4324

森   憲 司 (会計)88-2554

田 中   篤   88-2792

山 田 長 次  883648

大 和 観 光 協 会 882211

郡上大和総合開発株式会社 88-2525

-9-
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一項 目 決 ‐1算■額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 1,526 平成29年 度より

会 員 会 費
185,000 正会員 85名 家族会員 15名

36,000 特別会員 2日  賛助会員 3口

助 成 金 81,000 郡上市より

雑 1又 入 0

△ 一一
ロ 303,526

◆◆◆平成30年度 決算報告書 ◆◆◆

(収入の部) (単位 :円
)

◆◆◆令和元年度 予算(案)◆◆◆

(収入の部)             (単 位 :円 )

(支出の部)

項 目 決 1算 |‐ 1額 摘 要

総  会  費 18,006
記念講演(高橋教雄氏)

総会お茶

会  議  費 6,484 執行部会運営各部会役員会

会 議 費 小 計 24,490

会 報 発 行 費 57,240 会報「文化財やまと43号 J250部

¨
ン

売
貝

一

卒
営

一ホ

運
5,466 さくらレンタルサーバー

奉 仕 活 動 費 6,312
文化財清掃本仕作業

傷害保険

文 化 財 保 護 費 8.400 七日祭赤保木祭

研  修  費 93,321
春季・秋季日帰り研修補助
役員研修

記念事業積立金 60,000

事 業 費 小 計 230,739

消耗品費,事務費 用紙代・印刷代等

通 信 費 12,038 はがき・切手手数料

事務 局 費小 計 18,268

負 担 金 20,000 市協議会費

補  助  費 3,711 千葉サミント参加

次年度繰越 金 6,318

△
計 303,526

(単位 :円 )

項 目 予|||1算 ||1額 摘 要

総 費 20,000
記念講演 (サ |1上 朝史氏)

総会お茶

ユ義 費 10000 執行部会運営各部会役員会

会 議 費 小 計 30,000

会 報 発 行 費

ホ ー ム ペ ー ジ

運  営  費

奉 仕 活 動 費

文 化 財 保 護 費

研  修  費

記念事業積立金

60,000

10,000

10,000

10,000

100,000

10.000

会報「文化財やまと44号」250部

レンタルサーバー代

文化財清掃奉仕作業
傷害保険

七日祭・赤保木祭文化財標柱
設置

春季・秋季日帰り研修補助

イ支員I研 1'

事 業 費 小 計 200,000

消耗品・事務費 10,000 用紙代・印刷代等

通  信  費 15000 はがき・切手手数料

事務局 費小 計 25,000

負 担 金 20,000 市協議会費

予  備  費 33,500

△
計 308,500

(単位 :円 ) (支出の部)

平成30年 度の歳入。歳出処理について監査を行ったところ、適正に処理されていましたことを報告いたします。

令和元年 5月 24日

監事  島 崎 増 造 《霧レ 監事  遠 藤 伝 司
⑤

項 目 予■算||1額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 6,318 平成30年 度より

会 員 会 費
185,000 正会員85名 家族会員 15名

36,000 特別会員2口 賛助会員3口

助 成 金 81;000 郡上市より

雑 1又 入 182

ハ
計 308,500

□
□

□

□

現
代
も
変
わ
り
な
く
受
け
継
が
れ

て
い
る
由
緒
あ
る
明
建
神
社
の
七
日

祭
、
遠
く
東
氏
の
初
代
か
ら
続
く
千

葉
県
香
取
市
小
見
川
の
森
山
城
跡
、

郡
上
藩
遠
藤
氏
の
流
れ
を

つ
な
ぐ
近

江
人
幡
の
街
並
み
と
文
化
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
の
な
か
で
途
絶
え
ず
続

い
て
来
て
い
る
の
は
、
文
化
財
保
護

に
関
わ
る
人
々
に
よ
る
努
力
の
お
陰

で
す
。

い
く

つ
も
の
時
代
が
移
り
変
わ

っ

て
も
、
今
ま
で
通
り
文
化
財
が
そ
こ

に
あ
り
続
け
る
こ
と
に
は
尊

い
意
味

が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
「文
化
財
や
ま
と
」
令
和

元
年
号
を
お
届
け
す
る
に
あ
た
り
、

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
協
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今

後
と
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
き

行
事
等
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
令
和
の
時
代
に
な

っ
て
も

文
化
財
を
守
り
伝
え
て
い

」ヽう
と
す

る
活
動
が
変
わ
り
な
く
続

い
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

（編
集
子
）


